
行政経営評価（施策評価）
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成果指標と現状の分析
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行政の視点 市民の生活環境の改善に取り組む

協働の視点 立場を超えた交流・議論・実践を充実させていく
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人口１人当たり都市公園面積

都市づくり

道路改良率

道路整備

市民、事業者、行政が一体となり住みやすい生活環境が保全され、市民が快適で健康な生活が送れ
るまち

下水道施設の計画的な改築更新や維持管理が行われることにより、公共用水域の水質保全や生活環
境が改善し、快適な生活が送れるまち

市民の視点 自分なりの関心に応じて地域活動に参加できる

「環境共生」と「基盤整備」に関する分野を【市域コミュニ
ティ】に該当する分野と捉えます。

既存の都市基盤を生かしつつ、まちの賑わいを育み、人と自然にやさしいコンパクトなまち

安全・安心で快適な生活ができるよう、市道や側溝の計画的な整備を進めるとともに、銚子連絡道
路の早期完成や国道３５６号線・１２６号線など広域幹線道路の整備を促進し、交通アクセスが向
上されたまち

水道施設の維持管理や更新整備が持続的に行われ、安全・安心で良質な水道水が安定的に供給され
る快適なまち

身近で利用しやすい公共交通網が維持され、日常生活での移動が不自由なくできるまち

コミュニティの視点
（生活と空間）

７．市　域

施策分野 目指すべき姿

市民意識の高揚によりごみの減量化が進み、環境に負荷をかけない資源循環型のまち
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人口１人当たりごみ排出量

資源循環

計画策定時

（基準年度）

1,113ｇ/人・日

（2016年度）

資源循環の分野では、指標の値が目標値を超える状況が続いている。引き続き、ごみの減量化・資源ごみ分別の徹底のための啓発活動を行う。
環境保全の分野では、公共施設における温室効果ガス排出量が前年度（2023年度）までの減少傾向から一転し、増加に転じた。排出量算出時に
使用する電気事業者（銚子電力[㈱ Looop]）の基礎排出係数が上昇したことによるもので、電気の使用による温室効果ガス排出量が増加した。
「銚子市ゼロカーボンビジョン」では、温室効果ガス総排出量の削減を推進し、2013年度を基準年度とし、2030年度までに42％の削減を目標と
している。今後は、市内小中学校と同様に、公共施設への再エネ100％電力への切替を検討するとともに、公共施設の再エネ設備導入と省エネ設
備への更新を推進する。
都市づくり及び道路整備の分野では、指標の値は順調に推移している。
公共交通の分野では、指標の値が目標値を下回る状況が続いている。公共交通は、一定の利用者が確保できなければ継続的な運行が困難とな
る。「銚子市地域公共交通計画」では、本市に不足する地域内交通の確保のため、2025年10月、豊里地区コミュニティータクシーの実証運行
（2026年９月まで）を開始した。
下水道の分野では、指標の値は順調に推移しているものの、市では新たな面整備を行わない方針であり、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ
の転換を推進することで、公共水域の水質保全及び公衆衛生環境の向上に取り組んでいく。

1,100ｇ／人・日

8,150t-CO2

4.11㎡

５年後 １０年後

（2021年度目標値） （2023年度目標値） （2028年度目標値）

1,088ｇ／人・日1,105ｇ／人・日

３年後

公共施設における温室効果ガス排出量

環境保全

指標名

（対象分野）

4.39㎡

(2025年4月1日）

51.13％

(2025年4月1日）

2,532人



：総合戦略

：その他（ )

（単位：千円）

（ )

（ )

達成率

目標値

実績値

達成率

令和６年度

実績値

令和５年度目標／実績

目標値

実績値

達成率

目標値

実績値

達成率

目標値

目標値

令和６年度 令和５年度

　 事業の課題事

業

の

課

題

と

改

善

策

　課題に対する改善策

事

業

の

評

価

効率性
　

　 　 　

評価視点  総合評価 今後の方向性

必要性 有効性

実績値

事

業

の

実

績

と

成

果

　 活動指標項目

事

業

費

予算現額 決算額
財源内訳

国庫支出金 県支出金 市債 その他

　 事業成果の説明　※上記の指標による数値で表せない場合は、本欄のみ記載

　 事業成果指標項目

達成率

目標／実績

一般財源

事業内容

行政経営評価シート

事務事業名 所管

事

業

の

概

要

総合計画上の位置づけ

関連計画

目的

対象

斎場長寿命化事業経費 生活環境課

7-(2)-3公衆衛生対策の推進

―
○

33,712

公共施設等総合管理計画【個別施設計画編第２期】

銚子市公共施設等総合管理計画【個別施設計画編第２期】に基づき、銚子市斎場の建物及び設
備の適正な維持管理及び長寿命化を図る。

銚子市斎場

銚子市斎場の建物及び設備について、計画的に点検を行い、長寿命化を踏まえた修繕工事を行
う。

31,601 24,200 7,401

建物及び設備の改修工事

5件

5件

100％

4件

4件

100％

銚子市公共施設等総合管理計画【個別施設計画編第２期】に基づき、施設の長寿命化対策を実施した。

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当 維持

平成2年の稼働から30年以上が経過し、この数年は稼働停止となりかねない予期しない故障が続いている。

施設の運営を中断させないよう設備の不具合の早期発見に努め、必要な修繕工事を実施していくとともに、計画的な長
寿命化対策を実施していく。
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市道改良整備経費 土木室

7-(4)-1市道（生活道路）などの整備

―
―

178,956

―

安全・安心で快適な道路環境の提供

市民・道路利用者

市民からの整備要望や道路パトロールなどに基づき、道路改良や側溝改良などの整備を計画的
に実施し、道路環境の改善を進める。

152,473 121,500 30,973

市道改良工事

補修等緊急対応工事

10件

9件

90％

10件

6件

60％

―

54件

―

―

59件

―

目標値として計画した工事のうち市道（３００７２号線・４０４３４号線）道路改良工事、市道（１０２０号線・２０
１６号線・３００１１号線・４０２１７号線）側溝改良工事、市道４０２０４号線排水整備工事、高神東町地先水路排
水整備工事及び四日市場町地先水路整備工事を行った。また、市民等からの要望により、側溝補修や舗装補修等を実施
し、道路を安全に利用するための整備を行った。

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当 維持

緊急対応工事が増加し、計画的に市道改良の整備が進められていない。また、市道改良の整備が遅れることで、更なる
補修要望の増加も懸念される。

市道の舗装や排水整備を市民からの要望に基づき、計画的に行う。また、市民などからの補修要望に対してもできる限
り対応し、工事を実施していく。
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交通安全施設整備経費 土木室

7-(4)-1市道（生活道路）などの整備

―
―

15,000

―

安全・安心で快適な道路環境の提供

市民・道路利用者

警察や県、市等が現地で行う共同現地診断や市民からの要望に基づき、交通安全施設（道路反
射鏡、防護柵、区画線など）を計画的に整備し、安心・安全な道路環境を確保する。

14,572 6,600 7,972

交通安全施設整備工事

―

10件

―

―

5件

―

人口1万人当たり交通事故発生件数

市内における人口1万人当たりの交通事故の発生件数

―

17.6件

―

―

18.1件

―

道路反射鏡や防護柵の設置等、交通安全施設の整備を行った。

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当 維持

事業の財源としている交通安全対策特別交付金の額が年々減少傾向にあるが、市民の安全・安心を守るためには必要な
事業であり、財源の確保を図りながら、より費用効果の高い整備を行っていく必要がある。

交通安全対策特別交付金を活用し、老朽化等により破損した道路反射鏡や防護柵の付け替えを実施している。また、交
付金の交付額が減少する中、前年度に引き続き事業費を増加し、区画線の設置工事などを行った。交通事故の減少には
施設整備の推進が必須であるため、今後も点検の結果や市民からの要望を踏まえた、安全・安心な道路環境の整備を行
っていく。
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橋りょう長寿命化対策経費（道路メンテナンス事業） 土木室

7-(4)-1市道（生活道路）などの整備

―
○

17,512

橋梁長寿命化修繕計画

橋りょう利用者に安全・安心で快適な道路環境を提供するとともに、「傷みが大きくなってから
直す」という管理方法から「傷みが軽微な段階で直す」という管理方法に転換することにより、
修繕実施時の費用負担を軽減し、さらには大規模修繕や架け替え工事の集中を抑制することで費
用負担の平準化を図る。

市民・橋りょう利用者

市が管理する115箇所の橋りょうについて、「橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、計画的な橋
梁の点検及び修繕を実施することにより、市民・橋りょう利用者の安全・安心を確保するとと
もに、橋りょうの長寿命化を図る。

14,852 1,802 4,400 8,650

定期点検実施橋りょう数

橋りょう補修工事

―

21箇所

―

―

27箇所

―

―

0件

―

―

0件

―

橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋りょうの定期点検を実施した。

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当 維持

JR総武本線のこ線道路橋及びJR銚子駅こ線人道橋は、定期点検の結果、健全度Ⅲ（早期措置段階）と診断され、損傷が
大きく5年以内に対策を要するものとされている。そのため、JR総武本線のこ線道路橋は令和7年度から令和8年度に撤
去工事、JR銚子駅こ線人道橋は令和8年度から令和10年度の期間に修繕工事を予定しており、多額の費用がかかる。

国の道路メンテナンス事業費補助金を活用するとともに最も費用効果が得られる工法を選択し、経費削減と財源確保を
図る。
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市道舗装修繕経費 土木室

7-(4)-1市道（生活道路）などの整備

―
○

105,489

道路舗装維持修繕計画

安全・安心で快適な道路環境を提供するとともに、「傷みが大きくなってから直す」という管
理方法から「傷みが軽微な段階で直す」という管理方法に転換することにより、修繕実施時の
費用負担を軽減し、さらには大規模な舗装改良工事の集中を抑制することで費用負担の平準化
を図る。

市民・道路利用者

道路舗装の損傷が著しい市道について、「道路舗装維持修繕計画」に基づき、計画的な道路
舗装の修繕を実施することにより、市民・道路利用者の安全・安心を確保するとともに、舗
装の長寿命化を図る。

79,211 72,300 6,911

道路舗装修繕工事実施路線数

12路線

8路線

66.7%

6路線

6路線

100％

道路舗装維持修繕計画に基づき、市内の幹線道路・生活道路である市道（１０１０号線・１０１８号線・１０２１号線
・２０１２号線・４０１２２号線・５００７２号線・６０２２０号線・７０１５７号線）の補修を実施し、道路を安全
に利用するための整備を行った。

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当 維持

市民要望が高く、安全な道路通行を確保するために必要な事業であるため、道路の損傷に早急に対応できる財源や土木
技師の確保を図る必要がある。

道路の舗装状況を把握するため路面性状調査を行い、その結果を踏まえて策定した「道路舗装維持修繕計画」に基づ
き、損傷が著しい道路（主に大型車両の通行が多い区間）について、公共施設等適正管理推進事業債を活用し、計画的
な舗装修繕を行う。
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道路附属物修繕経費 土木室

7-(4)-1市道（生活道路）などの整備

―
○

36,500

道路附属物維持修繕計画

安全・安心で快適な道路環境の提供をするとともに、道路照明灯及び大型標識の修繕、更新を
計画的に実施し、施設の倒壊や部材の落下等を未然に防止することにより、市民等道路利用者
の安全・安心を確保する。

市民・道路利用者

市が管理する道路照明灯及び大型標識について、「道路附属物維持修繕計画」に基づき、計画
的な修繕と更新を実施し、施設の倒壊や部材の落下等の事故を未然に防止することにより、市
民等道路利用者の安全・安心を確保する。

35,970 32,100 3,870

道路附属物整備件数

4件

4件（18基）

100％

3件

3件（19基）

100％

道路照明灯（18基）の更新を行い、道路を安全に利用するための整備を行った。

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当 維持

「道路附属物維持修繕計画」では、定期点検で健全と診断された道路附属物は修繕等を行わないこととしている。
しかし、健全と診断されたものの中には、施設としての寿命を過ぎたものが多く存在しており、老朽化の加速などにより緊急
的に修繕等を行う事態が想定される。令和7年度にシンボルロードの道路照明灯を一斉更新するため、多額の費用がかかる。

道路照明施設等の点検を行い改定した「道路附属物維持修繕計画」に基づき、老朽化の著しい道路附属物の修繕と更新
を計画的に行う。また、附属物の寿命にあわせた修繕や更新を予定した場合、年度によって事業費に差が生じるため、
事業費の平準化を図り、突発的な財政負担が生じないよう計画していく。
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河川整備経費 土木室

7-(4)-1市道（生活道路）などの整備

―
―

55,691

―

市が管理する河川の護岸の新設や老朽化した護岸の改修等の工事を計画的に整備し、護岸の損
壊を防止する。また、計画的な浚渫工事を実施することにより、河川流量を確保し、豪雨時の
氾濫を防止する。

市民・河川及び水路利用者

市が管理する河川の護岸整備と浚渫工事を計画的に実施し、豪雨時における河川の氾濫を防止
する。

16,923 11,900 5,023

護岸改修工事実施河川数

河川浚渫工事実施河川数

1河川

3河川

300％

4河川

6河川

150％

9河川

9河川

100％

8河川

9河川

112.5％

災害時における河川の氾濫に備え、滑川、境川及び八幡川の老朽化した護岸の改修工事や道面川、西部川、川端川、高
田川、森戸川、八幡川、滑川、おのせ川及び佐原川の土砂を取り除く浚渫工事を実施した。

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当 維持

普通河川滑川に架かる港橋（シャトレーゼ前）から中の橋（公正図書館南側）までの区間にある護岸は、耐久性の低い石積みの護岸であり、老朽化も進んでい
ることから崩落を防ぐための改良工事が必要である。また、護岸工事を行うためには、付近の用地買収が必要となるため、実施には多額の費用が見込まれる。
浚渫工事の財源として令和2年度から活用している、交付税措置の手厚い緊急浚渫推進事業債の事業期間が令和6年度から令和11年度まで5年間延長されたが、
令和12年度以降に事業期間延長等の措置がなかった場合、財源の確保が必要となる。

老朽化した護岸の補修や改良を計画的に行うとともに、令和2年度から制度化された緊急浚渫推進事業債を活用し、氾
濫防止のための浚渫工事を実施していく。また、令和12年度以降に本事業に活用できる地方債の情報を注視し、財源の
確保を図る。
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小浜地区地域排水整備経費 土木室

7-(4)-1市道（生活道路）などの整備

―
―

37,290

―

安全・安心で快適な道路環境の提供

市民・道路利用者

国道１２６号に県が布設整備した小浜・親田地区の幹線の排水施設に市が排水施設（支線）を
整備し、接続する。

34,694 34,600 94

排水整備工事延長

113ｍ

140.83ｍ

124.6％

40ｍ

41ｍ

102.5％

親田地区市道３０１９７号線の排水整備工事を実施した。

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当

維持（令和7年度末
休止予定）

小浜、親田地区における冠水被害を解消するためには、長期間にわたり、計画的に事業を進める必要があり、多額の経
費を要する。

計画的に整備を実施するため、緊急自然災害防止対策事業債などを活用して、必要な財源の確保を図る。
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銚子市地域公共交通計画推進経費 企画室

7-(5)-1地域公共交通対策の総合的な検討

―
○

500

地域公共交通計画

よりよい公共交通のあり方について、全市的な議論を進め、市民をはじめとした関係者の合意
のもとで持続可能な公共交通ネットワークの確保維持を図る。
また、市内の公共交通不便地域を解消する。

全市民（特に公共交通不便地域周辺の住民）

持続可能な公共交通のネットワーク構築のため、地域公共交通計画に基づき、公共交通マップ
の作成や実証実験などの事業をおこなう。

88 88

銚子市地域公共交通協議会の開催

3回

3回

100％

―

―

―

新たな交通サービス導入に向けた検討
1回

1回

100％

―

―

―

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当 維持

新たな交通サービスの導入に向け、利用者や事業者が抱える問題が複雑多岐に亘っている。

地域公共交通協議会で意見集約を図り、新たな交通サービスの導入について合意を得る。
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地域おこし協力隊事業経費（銚子電鉄） 企画室

7-(5)-3銚子電鉄運行維持に向けた支援

○
―

5,192

―

本市への新たな人の流れをつくるため、都市部の人材を地域おこし協力隊として委嘱し、移住
してもらう。隊員は、地域課題の解決や地域資源の活用につながる地域活動に従事しながら、
任期終了後も本市へ定住することを目指す。

地域おこし協力隊制度の地域要件対象となる都市部の人材

銚子電鉄の経営・企画立案などをサポートする地域おこし協力隊を委嘱する。なお、財源は一
般財源となっているものの全額地方交付税（特別交付税）で措置される。

5,112 5,112

地域おこし協力隊員数（銚子電鉄）

1人

1人

100％

1人

1人

100％

地域おこし協力隊員制度を活用した新規移住者数

隊員のほか、帯同する家族を含めた人数

1人

1人

100%

1人

1人

100％

・鉄道運転業務について、運転士が欠員した際に補助することにより、運行維持が図られた。
・鉄道関連のコミュニティを活かしたイベントを開催し、鉄道利用の促進が図られた。
・食品事業は、当該隊員を起点に販路を拡大し、売上の維持につながっている。

高い 高い 高い
A:計画どおりに事業を進めることが適当 維持

物価高騰などの影響により、事業者側の経営は厳しさを増しているため、更なる増収を目指すべく新たな隊員を採用す
る。

現隊員の採用後、事業者において一定程度の成果が得られているものの未だに厳しい経営状況が続いている。新たな隊
員を採用することにより、さらに活性化されることを期待している。


